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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 16,924 4.1 648 41.6 674 35.7 444 42.2

2019年３月期第２四半期 16,251 12.2 458 94.8 496 61.7 312 86.1
(注) 包括利益 2020年３月期第２四半期 443百万円( 68.1％) 2019年３月期第２四半期 263百万円( 37.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 70.30 －

2019年３月期第２四半期 49.44 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 21,931 10,147 46.3
2019年３月期 24,611 9,875 40.1

(参考) 自己資本 2020年３月期第２四半期 10,147百万円 2019年３月期 9,875百万円

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 － 5.00 27.00 32.00

2020年３月期 10.00

2020年３月期(予想) 22.00 32.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 1.6 1,500 2.0 1,560 0.5 1,000 6.3 158.00
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 6,470,000株 2019年３月期 6,470,000株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 141,071株 2019年３月期 140,983株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 6,328,944株 2019年３月期２Ｑ 6,329,082株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績
予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半
期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）におけるわが国経済は、輸出を中心に弱

さが見られるものの、雇用や所得環境の改善が続くなかで、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で米中通

商問題の長期化や英国のＥＵ離脱問題等の海外経済の不確実性が国内景気を下押しするリスク等、先行きについて

は依然として不透明な状況が続いております。

当社グループの既存事業領域である石油化学、鉄鋼、機械製造業等におきましては、設備の老朽化や熟練技術者

の技能継承問題を背景とした設備トラブルによる更新需要で受注が増加したことや、海外市場の減速を受け工作機

械向け機器の受注にも影響がみられました。設備投資については、将来に向けた研究開発投資、働き方改革や生産

性を向上するための自動化投資、老朽化した設備の安定性向上を目的とした更新投資、環境・安心・安全の強化に

つながる投資ニーズは依然として高く、実施に向け検討が進められております。

このような状況下、当社グループにおきましては、中期３ヵ年経営計画の最終年度となる2019年度においても、

経営基本方針「事業ポートフォリオの最適化と生産性追求による収益力の向上」のもと、2019年度経営方針「実行

力の強化と成果の追求～To the NEXT STAGE～」を掲げ、産業構造の変化と顧客ニーズに対応した強固な経営基盤作

りを推し進めました。同業他社との競合が厳しくなる状況下でも持続的安定成長を図るため、既存顧客への深耕営

業と成長性の高い分野での新規顧客開拓を重点市場戦略とし、高付加価値営業の強化による収益力の向上を最重要

課題として、全国の営業拠点網を活用しながら積極的に取り組んでまいりました。

その結果、舶用機器製造業や電力会社向けの販売が減少したものの、新たな排ガス規制導入に関連して社会イン

フラ市場で使用される産業車両の販売が増加したことや、プラント・エンジニアリング、化学品製造業、鉄鋼製品

製造業向けで定期修理による機器の更新需要が堅調に推移したこと、また10月１日に実施された消費増税による影

響もあり、当初第３四半期以降に見込んでいた機器の販売が前倒しで推移したことにより、当第２四半期連結累計

期間の売上高は169億24百万円（前年同四半期比4.1％増）となりました。また高付加価値営業の取組みによる採算

性向上も寄与し、売上総利益27億47百万円（同6.5％増）、営業利益６億48百万円（同41.6％増）、経常利益６億74

百万円（同35.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益４億44百万円（同42.2％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ26億79百万円減少し、219億31百万円

となりました。これは受取手形及び売掛金が28億57百万円減少した一方で、たな卸資産が１億73百万円増加したこ

とが主な要因であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ29億51百万円減少し、117億84百万円となりました。これは支払手形及び買掛

金が15億55百万円、電子記録債務が９億12百万円それぞれ減少したことが主な要因であります。

純資産は利益剰余金の配当による減少が１億70百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益が４億44百万円であ

ること等により、前連結会計年度末に比べ２億72百万円増加し、101億47百万円となりました。その結果、自己資

本比率は46.3%となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は42億９百万円となり、前連結

会計年度末に比べ５億15百万円増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は６億84百万円となりました（前年同四半期連結

累計期間は49百万円の減少）。これは、売上債権の減少による資金の増加が31億40百万円あった一方で、仕入債務

の減少による資金の減少が24億62百万円あったこと等によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は91百万円となりました（前年同四半期連結累計

期間は17百万円の減少）。これは、有形固定資産の取得による支出が16百万円あった一方で、有価証券の償還によ

る収入が１億円あったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は２億50百万円となりました（前年同四半期連結

累計期間は４億53百万円の減少）。これは、長期借入による収入が１億円あった一方で、長期借入金の返済による

支出が１億78百万円、配当金の支払額が１億70百万円あったこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年３月期の通期連結業績予想につきましては、現時点では2019年５月15日に発表いたしました業績予想通り

変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,701,859 4,217,658

受取手形及び売掛金 14,441,796 11,584,154

電子記録債権 2,221,865 1,937,039

有価証券 100,010 －

たな卸資産 649,715 823,442

その他 224,448 161,610

貸倒引当金 △1,643 △1,329

流動資産合計 21,338,052 18,722,575

固定資産

有形固定資産 1,351,515 1,343,480

無形固定資産 32,157 34,887

投資その他の資産

その他 1,937,181 1,878,326

貸倒引当金 △47,501 △47,501

投資その他の資産合計 1,889,679 1,830,825

固定資産合計 3,273,353 3,209,193

資産合計 24,611,405 21,931,768

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,263,053 4,707,749

電子記録債務 5,603,612 4,691,611

短期借入金 50,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 241,664 126,664

未払法人税等 323,092 216,085

賞与引当金 451,172 316,952

役員賞与引当金 61,200 18,500

その他 547,928 394,835

流動負債合計 13,541,723 10,522,397

固定負債

長期借入金 558,336 595,004

引当金 25,447 25,850

退職給付に係る負債 464,354 483,792

その他 146,415 157,254

固定負債合計 1,194,553 1,261,901

負債合計 14,736,276 11,784,299
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,533,400 1,533,400

資本剰余金 1,567,550 1,567,550

利益剰余金 6,783,845 7,057,869

自己株式 △50,923 △51,006

株主資本合計 9,833,872 10,107,812

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 69,023 75,461

為替換算調整勘定 10,707 2,296

退職給付に係る調整累計額 △38,474 △38,101

その他の包括利益累計額合計 41,256 39,656

純資産合計 9,875,128 10,147,469

負債純資産合計 24,611,405 21,931,768
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 16,251,121 16,924,075

売上原価 13,672,025 14,176,232

売上総利益 2,579,096 2,747,842

販売費及び一般管理費 2,120,747 2,098,926

営業利益 458,348 648,916

営業外収益

受取利息 1,776 1,441

受取配当金 6,573 7,096

仕入割引 11,012 8,805

保険返戻金 14,184 4,674

為替差益 3,521 1,501

その他 9,324 9,773

営業外収益合計 46,393 33,293

営業外費用

支払利息 3,136 1,849

支払保証料 3,697 2,857

その他 1,244 3,385

営業外費用合計 8,078 8,093

経常利益 496,663 674,115

特別利益

投資有価証券売却益 ― 6,852

特別利益合計 ― 6,852

税金等調整前四半期純利益 496,663 680,967

法人税、住民税及び事業税 120,615 188,241

法人税等調整額 63,158 47,819

法人税等合計 183,774 236,060

四半期純利益 312,889 444,907

親会社株主に帰属する四半期純利益 312,889 444,907
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 312,889 444,907

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △39,832 6,437

為替換算調整勘定 △1,568 △8,410

退職給付に係る調整額 △7,775 373

その他の包括利益合計 △49,176 △1,600

四半期包括利益 263,712 443,307

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 263,712 443,307

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 496,663 680,967

減価償却費 28,867 30,293

のれん償却額 17,213 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △254 △312

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △21,466 19,975

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 526 403

受取利息及び受取配当金 △8,350 △8,538

支払利息 3,136 1,849

投資有価証券売却損益（△は益） ― △6,852

売上債権の増減額（△は増加） 2,317,644 3,140,543

たな卸資産の増減額（△は増加） △190,675 △173,938

その他の流動資産の増減額（△は増加） △276,808 62,165

仕入債務の増減額（△は減少） △2,151,678 △2,462,769

その他の流動負債の増減額（△は減少） △4,428 △282,935

その他 2,389 △28,752

小計 212,780 972,099

利息及び配当金の受取額 10,270 8,855

利息の支払額 △2,292 △2,120

法人税等の支払額 △270,186 △294,495

営業活動によるキャッシュ・フロー △49,428 684,339

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △8,715 △8,316

定期預金の払戻による収入 8,658 8,262

有形固定資産の取得による支出 △9,381 △16,089

無形固定資産の取得による支出 △6,200 △7,219

投資有価証券の取得による支出 △1,830 △1,680

投資有価証券の売却による収入 － 16,852

有価証券の償還による収入 － 100,000

その他 △5 △55

投資活動によるキャッシュ・フロー △17,474 91,753

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50,000 －

長期借入れによる収入 100,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △469,794 △178,332

自己株式の取得による支出 △101 △83

配当金の支払額 △131,449 △170,386

その他 △2,268 △1,814

財務活動によるキャッシュ・フロー △453,613 △250,615

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,650 △9,485

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △524,166 515,992

現金及び現金同等物の期首残高 3,373,054 3,693,349

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,848,887 4,209,341
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　 （セグメント情報）

当社グループは、工業用計測制御機器、環境計測・分析機器、測定・検査機器、産業機械等をユーザーへ販売

（一部製造販売）することを事業としております。取扱商品の内容、販売市場、販売方法、サービスの提供方法が

類似している事等から判断して、当社グループの事業区分としては単一セグメントであるため、記載を省略してお

ります。
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３．補足情報

販売実績

当第２四半期連結累計期間における品目別の販売実績は、次のとおりであります。

売上高 （千円）

品目別
2019年３月期
第２四半期

2020年３月期
第２四半期

対前年同四半期
増減率（％）

構成比
（％）

工業用計測制御機器 8,000,915 7,993,545 △0.1 47.2

環境計測・分析機器 1,360,079 1,607,604 18.2 9.5

測定・検査機器 1,027,919 1,003,485 △2.4 5.9

産業機械 5,862,206 6,319,439 7.8 37.4

合計 16,251,121 16,924,075 4.1 100.0

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

（工業用計測制御機器）

働き方改革や生産性向上を目的に生産設備の自動化につながるIoTを活用した情報通信機器の提案、安心・安全に

関連する機器、老朽化した生産設備の更新提案活動を実施しました。その結果、鉄鋼製品製造業向けで老朽化した

設備に付帯する機器の更新や生産性向上につながる情報通信機器の需要を取込んで販売が増加したものの、舶用機

器製造業向け各種センサーの販売が減少しました。

（環境計測・分析機器）

水銀規制等の環境法令順守を契機として環境計測・分析機器の導入や、老朽化した機器の更新提案活動を実施し

ました。その結果、機械製造業向けで販売が減少したものの、鉄鋼製品製造業、プラント・エンジニアリング向け

で定期修理に伴う大気分析計や水質計等の更新需要が堅調に推移しました。

（測定・検査機器）

研究部門、品質保証部門に対して高品質な製品の開発や品質の向上・安定化につながる各種測定・検査機器の提

案、生産設備の保守点検に使用される保安メンテナンス機器の販売に取組みました。その結果、化学品製造業や鉄

鋼製品製造業向けで大口の検査装置の販売があり増加したものの、舶用機器製造業向けで販売が減少しました。

（産業機械）

災害対策に関連する産業車両や産業機器、省エネルギー性の高い機器、老朽化した設備の定期修理を契機とする

機器の更新提案を実施しました。その結果、電力会社向けで販売が減少したものの、産業車両に関しては、新たな

排ガス規制導入や消費増税の影響により社会インフラ市場向けの販売が増加しました。また鉄鋼製品製造業向けで

老朽化した設備に付帯する機器の更新に伴いポンプ、バルブの販売が増加したことや、化学品製造業向けで大型製

造機械の導入需要を取込み、販売が増加しました。
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